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　農業委員会では、耕作放棄地の解消に向けて、

毎年農地パトロール（現地調査）を行っています。

今年も８月上旬に、町内全域の農地を６日間にわ

たり調査しました。

①

②

③

④

耕作放棄地の解消にご協力を

耕作放棄地の所有者等に対して、農業委員会が指導、

勧告等を行います。

また、今年度は、所有者等に対し農地の利用意向調

査を行い、貸借希望等がある場合は、農業委員会ほ

か関係する機関で連携し、耕作放棄地の解消に努め

ます。

●川島町シルバー人材センター　２９７－０８２２

●ＪＡ埼玉中央 ㈱比企アグリサービス ２９７－１８０８

耕作放棄地に対する指導

農業委員による調査の様子

耕作放棄地は、周りの環境にさまざまな悪影響

を与えるおそれがあります。また、一度耕作を

やめて数年経てば、農地の原型を失うほど荒れ

てしまいます。

耕作放棄地が及ぼす周辺地域の営農環境への悪

影響として、病害虫・鳥獣被害の発生、雑草の

繁茂、用排水施設の管理への支障などが考えら

れます。また、地域で中心となって農業を担う

経営者への農地集積の阻害要件ともなっていま

す。

地域住民の生活環境への悪影響としては、土砂

やゴミの無断投棄、火災発生の原因となるなど

が考えられます。

道路に隣接した耕作放棄地は、雑草等が通行車

両の視界の妨げとなり、大きな事故につながる

要因となります。また、歩道にはみ出た雑草は、

歩行の妨げになります。

利
用
集
積

　

（
農
地
の
貸
し
借
り
）

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合

は
、
農
地
利
用
集
積
に
よ
る
利
用

権
の
設
定
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
４
月
末
、
10
月
末
ま
で
の

年
２
回
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
規
に
契
約
し
た
い
か
た
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
改
良

　

（
農
地
の
埋
め
立
て
）

　

農
地
を
埋
め
立
て
て
畑
な
ど
に

す
る
場
合
は
、
農
地
改
良
の
届
出

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
川
島
町
埋

立
規
制
条
例
に
基
づ
く
事
前
協
議

が
必
要
で
す
。
な
お
、
１
０
０
０

㎡
以
上
の
農
地
改
良
は
、
県
許
可

と
な
り
ま
す
。

※
毎
年
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

期
間
は
、
農
地
改
良
は
で
き
ま
せ

ん
。

農
地
法
第
３
条

　

（
農
地
の
売
買
）

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
「
売
買
し

た
い
か
た
」、「
贈
与
し
た
い
か
た
」。

ま
た
、「
未
登
記
で
整
理
を
し
て
い

な
い
か
た
」
等
は
、
農
地
法
第
３

条
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
相
続
（
所
有
者
の
死
亡
）
に
よ

る
登
記
の
場
合
は
、
農
業
委
員
会

の
許
可
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
届
出

が
必
要
で
す
。

農
地
法
第
４
条
、
５
条

　

（
農
地
の
転
用
）

　

自
己
用
の
転
用
（
農
家
住
宅
・

倉
庫
等
の
建
築
）
の
場
合
は
、
農

地
法
第
４
条
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
転
用
を
目
的
と
し
た
売

買
・
貸
借
（
一
般
住
宅
・
資
材
置

場
等
）
の
場
合
は
、
地
法
第
５
条

の
許
可
が
必
要
で
す
。

※
市
街
化
区
域
の
転
用
は
、
農
業

委
員
会
の
許
可
は
要
り
ま
せ
ん
が
、

届
出
が
必
要
で
す
。

諸
証
明
の
発
行

　

（
農
家
証
明
・
耕
作
証
明
）

　

各
種
申
請
で
、
農
家
証
明
・
耕

作
証
明
を
必
要
と
す
る
か
た
は
、

農
業
委
員
会
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

必
要
な
か
た
は
、
農
業
委
員
会
窓

口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
受
付
業
務
の
ご
案
内

耕作放棄地が与える影響

雑草の草刈り、耕うん等を自分で行えないか

たは、下記の事業所でも請け負っています。
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　畦道を自転車のペダルをこぎ走ると、うっすら

汗が出る。周りの青々とした稲穂が風にたなびく

風景を見ると、自分の汗より穂に向かって「暑く

て大変だけど、秋の収穫には皆においしいお米だ

ねえと言ってもらえるよう、実をいっぱい付けて

頭を下げ挨拶するんだよ」と心の中でつぶやくの

です。

　さて、今の農政事情を考えると農協及び農業委

員会改革と足早に答申が政府でなされようとして

います。農地の番人としての農業委員の定数半減、

有識者を加える等、何を基準・根拠としているの

か疑問に感じます。川島で農業を営んできた多く

の方は、会社の休みは田畑の管理で大変です。機

械も高額で経費もかかりますが、先祖代々の土地

を荒地にする訳にはいきません。金銭だけではな

いのです。農家は、消費者に喜んでいただける農

作物を生産するとともに、自然環境に対応しなが

ら農地を守り、後世に受け継いでいくという使命

感、義務感があるからです。

　この先、農政は変革していくでしょう。圏央道

が整備され、川島インターを利用する他県の方々

にも「いい農村風景ですね、住んでみようかな」

と思ってもらえるでしょう。そのためには町行政、

農業委員会はもちろん町住民の方々が協力して周

囲の住環境整備や荒廃農地を減らさなくてはなり

ません。自然環境等に注意を払って管理していく

必要があるでしょう。

　イチゴ農家を継ぐのが嫌で、学校卒業の時何で

もいいから１年間研修がしたいと先生に相談した

ところ、花を紹介され、親を説得し鉢花の研修に

行きました。ところが１年の研修を終えて家に

帰ってビックリです。その当時としては、立派す

ぎるほどの鉄骨ハウスが、3 棟建っているではあ

りませんか。少しは遊ぼうと思って帰って来たの

に休む間もなく仕事（栽培）を始め、気がつけば

40年が過ぎました。

　当初は、重油が１リットル当たり８円、現在は

１００円に迫る勢いです。出荷価格は今の倍、第

一次オイルショック、第二次オイルショックもな

んのその、始めて 20 年ぐらい経営も順調でした

がバブル崩壊には勝てず、出荷価格は下がる一方、

経費は上がる一方で出口が見えません。現在は市

場出荷の外にＪＡ直売所への出荷を増やし、売り

上げの向上に努めています。

　今年の２月、関東地方に大きな被害をもたらし

た記録的な大雪。我が家も例外に漏れず、全面積

の６割強のハウスが倒壊しました。一時は、この

先のことを考えると気持ちが落ち込む毎日でした

が、まだ年齢もそこそこだし、もう一度頑張って

みようと再建を決意しました。全国的にハウス資

材が逼迫する中、６月いっぱいに予定半分程度の

再建ができました。ハウス面積は、小さくなりま

したがその分路地面積を増やし、土地を有効利用

し計画的に経営をしていこうと年間スケジュール

を建てています。

　これからは、仕事が一段落したら休日を取り家

族サービスも忘れずに妻と２人急がずゆっくりと

歩いていこうと思っています。

「私の思いを一言」
飯野委員

「気がつけば四十年」
横川委員

　
　
農
地
を
売
買
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ

　
　
う
な
手
続
き
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
す
る
場
合
は
、

　
　

農
地
法
第
３
条
に
よ
る
農
業
委
員
会
へ

の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
農
地

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
申
請
地
を

含
め
、
50
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
面
積
を
有
す

る
こ
と
や
耕
作
日
数
等
の
許
可
要
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

自
分
の
農
地
に
家
を
建
て
る
場
合
、
ど

　
　
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
　
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
を｢

　
　

農
地
転
用｣

と
い
い
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。
自
分
の
農
地
を
自
分
で
転
用
し

た
い
場
合
は
、
農
地
法
第
４
条
、
売
買
や
賃

貸
な
ど
の
権
利
が
発
生
す
る
場
合
は
、
農
地

法
第
５
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
が
申
請
窓
口
と
な
り
、
農
業
委

員
会
議
の
意
見
を
付
し
て
県
知
事
に
進
達
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
ど
の
農
地
で
も
転
用
が
認
め
ら

れ
る
と
は
限
ら
ず
、
転
用
で
き
な
い
農
地
も

あ
る
た
め
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

  

農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

農業委員のコラム

ＱＱ ＡＡ
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編
集
後
記

　

今
年
の
二
月
は
、
ま
れ
に
み
る
大
雪
に

み
ま
わ
れ
、
交
通
機
関
の
運
行
停
止
な
ど

日
常
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
も
の
で
し

た
。

　

雪
の
重
み
に
耐
え
か
ね
た
農
業
用
ハ
ウ

ス
の
倒
壊
の
被
害
が
多
く
、
町
の
名
産
品

で
あ
る
苺
の
被
害
も
甚
大
で
し
た
。

　

五
月
上
旬
は
、
晴
天
の
日
々
が
続
き
、

農
地
は
乾
燥
し
田
植
え
の
水
不
足
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
五
月
中
旬
頃
か
ら
は
、

雨
の
日
が
多
く
田
植
え
は
、
順
調
に
進
み

ま
し
た
が
、
雑
草
に
と
っ
て
は
、
程
よ
い

雨
と
な
り
、
伸
び
す
ぎ
た
雑
草
取
り
に
追

わ
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

七
月
中
旬
か
ら
は
、
猛
暑
日
が
多
く
、

熱
中
症
の
対
策
を
す
る
日
々
が
い
つ
ま
で

続
く
の
か
を
憂
い
な
が
ら
、
稲
作
へ
の
高

温
障
害
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
天
候
は
、
亜
熱
帯
性
気
候
の
よ

う
で
あ
り
、
農
作
物
の
適
切
な
管
理
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
十
二
号
の
発
行
に
際
し
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
た
ち
の
会
報
に
、
よ
り
一
層

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
意
見
等
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　（
道
祖
土
委
員
）

　
編
集
委
員
長

　
　
猪
鼻

　
文
明

　
副
編
集
委
員
長

　
道
祖
土
次
男

　
編
集
委
員
　
　
　
藤
崎
　
民
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
光
男

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
一
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
横
川
　
博
一

　
相
談
役
　
　
　
　
石
黒
安
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
一
男

　

相
対
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
農
地

法
違
反
で
あ
り
、
時
効
取
得
等
の
理
由
に
よ

り
貸
し
た
農
地
が
返
っ
て
こ
な
い
等
の
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
利
用
権
設

定
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
の
契
約
は
、
期

間
満
了
と
と
も
に
自
動
的
に
終
了
し
、
農
地

の
貸
し
手
に
農
地
が
返
還
さ
れ
、
借
り
手
は

期
間
満
了
ま
で
安
心
し
て
耕
作
が
で
き
ま
す
。

 

　 

申
し
出
は
、
年
２
回

① 

提
出
期
限
４
月
末
日

　

５
月
の
農
業
委
員
会
で
審
議
し
、
６
月
１

日
に
農
地
利
用
集
積
計
画
告
示
、
６
月
末
に

契
約
書
の
写
し
を
送
付

② 

提
出
期
限
10
月
末
日

　

11
月
の
農
業
委
員
会
で
審
議
し
、
12
月
１

日
に
農
地
利
用
集
積
計
画
告
示
、
12
月
末
に

契
約
書
の
写
し
を
送
付

※
申
出
書
は
農
業
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
契
約
期
間
満
了
の
約

２
か
月
前
に
貸
し
手
、
借
り
手
の
双
方
に
期

間
満
了
の
通
知
を
し
ま
す
。(

借
り
手
に
は
継

続
す
る
場
合
の
契
約
書
も
同
封
し
ま
す
。)

　

な
お
、
契
約
期
間
中
で
も
双
方
の
合
意
に

よ
り
途
中
解
約
も
で
き
ま
す
。

　
農
地
の
貸
し
借
り
に
は
、

　
　
利
用
権
設
定
が
必
要
で
す
。

農業者のかたであれば広く加入できます

知って得する！農業者年金

あなたの老後生活への備えは十分ですか？年金は家族一人ひとりについて準備するこ
とが大切です。老後の備えは国民年金プラス農業者年金がおすすめです。
しっかり積み立て、がっちりサポート。安心で豊かな老後を！

●農業者年金とは

・農業者年金は、日本農業の担い手である農業者の、

　老後の安定を図ることなどを目的とした、農業者

　だけが加入できる「農業者のための年金」で、国

　民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的

　な年金制度です。

●加入要件

・国民年金の第１号被保険者で年間60日以上農業

　に従事する方、20歳以上60歳未満の方。

●特徴

・積立方式で安定した財政運営です。年金額は加入

　者・受給者数に左右されない、少子高齢時代に強い

　制度です。

●80歳までの保証がついた終身年金です

・仮に加入者や受給者が80歳になる前に亡くなった場

　合は、80歳までに受け取るはずの相当額を死亡一時

　金として遺族が受け取れます。

●保険料

・保険料は、月額2万円から6万7千円までご自身の

　ライフプランに合わせて千円単位で自由に選択で

　きます。

●税制面でも大きな優遇

・支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象と

　なり、節税につながります。さらに、お受け取りに

　なる農業者年金は、公的年金等控除の対象となりま

　す。


